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今号の表紙

第37回春日市走ろう大会
11月20日、白水大池公園で「第37回走ろう大会」を行いました。
今年は幼児から大人まで725人が参加。当日は冷え込みが厳しい1日と
なりましたが、参加者は寒さを物ともせず会場は熱気に包まれました。
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　新年明けましておめでとうございます。

　市民の皆さまにおかれましては､健やかに新春をお迎え

のことと心からお慶びを申し上げます。

　昨年は、地震や台風など大きな自然災害が各地で続発

し、特に3月11日の東日本大震災では、津波によって、史上

例がないような極めて深刻な被害が生じ、原発事故も重な

る非常事態となりました。被災地復興への道のりは、今よ

うやく糸口に就いたばかりで大変に険しく、長期にわたると予想されておりますが、一

日も早い復興を心から願うものです。

　「地震など災害はいつ起こるかわからない」とよく言われております。普段における

防災の備えがいかに重要かを強く再認識し、また家族との絆、地域におけるつながりな

どの大切さも痛感させられたところです。市政運営に当たっては、今後も引き続き、学

校施設など公共施設の耐震化を重要施策に据えて災害に強いまちづくりに努め、地域

における絆の再生と強化に関する必要な取り組みを進めてまいる所存です。

　さて、わが国の経済は、震災に加え、記録的な円高が続くなど、長引く景気低迷から脱

出し、回復軌道に乗ることがなかなかできません。

　この影響は、市税の減収として直接表れ、大変厳しい財政運営に直面しております。

本市は、この状況下で事務事業の見直しや民間委託など人件費の削減、公債費の縮減な

ど歳出の抑制と健全財政の維持を図りながら、福祉や教育をはじめ生活環境施設整備

などの必要な施策にしっかりと取り組み、堅実な自治体経営を行ってまいりました。

　その結果、多くの方々から「春日市はとても住みやすい」という、大変うれしい評価を

頂いております。今後も、この評価に決して満足することなく、市民の皆さまに「ずっと

住み続けたい」と思っていただけるよう、安全・安心の住みよいまちづくりに、今年の干

支にあやかり「竜の雲を得たるがごとし」の勢いで取り組んでまいります。

　また、「市民と共に創る、見える市政」は私の政治信条であります。今年も、「出前トー

ク」や「市民懇話会」など、市民の皆さま方のご意見を直接お聴きする場を数多く設ける

とともに、市報やホームページなどで市政情報を積極的に発信してまいりたいと考え

ておりますので、よろしくお願いいたします。

　最後に、市民の皆さまのご健康とご多幸、また本年が辰年にふさわしく「理想に向

かって歩を進め、高く伸び行く年」となりますことを心から祈念し、私の新年のごあい

さつといたします。　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　春日市長　井　上　澄　和　

年
頭
あ
い
さ
つ
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出前トーク「市長と語る」
〜平成23年度報告〜

　6月から11月にかけて、市内全35地区の地区公民館などに出向き、出前トークを実施し

ました。また、障がいのある人や地区トークに参加できなかった人を対象に、7月と11月の

日曜日、福祉ぱれっと館とふれあい文化センターで全体トークを実施しました。

　合計37回、延べ1092人の参加があり、約400件の意見が出されました。

出
前
ト
ー
ク
の
内
容

　
出
前
ト
ー
ク
で
は
、最
初
の
30
分
に
行

政
の
現
状
を
お
知
ら
せ
し
、残
り
の
60
分

で
参
加
者
と
の
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
平
成
23
年
度
は
、市
の
財
政
状
況
と
新

た
に
取
り
組
む
事
業
の
一
部
を
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
。

新
た
に
取
り
組
む
事
業

▽
天
体
観
測
施
設「
白
水
大
池
公
園 

星
の

館
」

▽
不
登
校
児
童
生
徒
に
対
す
る
支
援
事
業

▽
飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
対
す
る
不
妊
去

勢
手
術
費
補
助
事
業

▽
乳
幼
児
医
療
費
の
対
象
年
齢
の
拡
大

▽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
移
設
、（
仮
称
）

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
の
設
置

▽
全
小
学
校
で
の
季
節
学
童
保
育
の
実
施

意
見
交
換
の
内
容

　
意
見
交
換
で
は
、参
加
者
か
ら
の
意
見

に
対
し
、市
長
や
市
の
幹
部
が
回
答
し
ま

し
た
。今
年
度
も
、生
活
に
直
結
す
る
身
近

な
意
見
か
ら
市
の
施
策
に
関
す
る
意
見
な

ど
、幅
広
い
内
容（
左
表
参
照
）で
し
た
。

　
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

関連部局 質問内容

都市整備部（190件） 道路改良、信号機などの設置、自転車のマナー、防災対
策、集中豪雨対策、コミュニティバス、公園整備など

地域生活部（79件） 公民館へのAED設置、あんどん祭りの花火中止、公民
館の耐震化、動物のふん害など

学校教育部（42件） 学校施設の耐震化、登下校時の安全対策など
総務部（40件） （仮称）春日警察署、行財政改革など
健康福祉部（34件） 学童保育、生活保護費、高齢者支援、障がい者支援など
社会教育部（20件） ふれあい文化センター、スポーツ施設、文化財施設など

市民部・選挙管理委員会事務局（10件） 固定資産税の仕組み、統一地方選挙など
議会事務局（5件） 政務調査費、議員定数など

■関連部局ごとの質問内容と回答数

■
自
転
車
の
マ
ナ
ー
に
つ
い
て

【
質
問
】

自
転
車
の
マ
ナ
ー
の
悪
さ
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
が
、対
策
は
な
い
の
だ
ろ

う
か
。

【
回
答
】

春
夏
秋
冬
の
交
通
安
全
運
動
の
際
に

交
通
安
全
協
会
な
ど
の
協
力
に
よ
り
、

通
勤・
通
学
時
間
帯
に
駅
や
駐
輪
場
で

交
通
安
全
に
有
効
な
啓
発
チ
ラ
シ
な
ど

を
配
布
し
市
民
に
呼
び
掛
け
て
い
ま

す
。ま

た
、平
成
20
年
度
の
道
路
交
通
法

大
幅
改
正
に
伴
い
、改
正
内
容
を
周
知

す
る
チ
ラ
シ
を
独
自
に
作
成
し
全
戸
配

布
し
ま
し
た
が
、こ
れ
以
後
も
道
路
交

通
法
は
少
し
ず
つ
改
正
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、警
察
と
協
議
し
な
が
ら
、改
め
て

チ
ラ
シ
を
作
成
し
配
布
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、自
転
車
の
違
反
な
ど
に

係
る
取
り
締
ま
り
を
お
願
い
で
き
な
い

か
、筑
紫
野
警
察
署
と
協
議
し
て
い
る

状
況
で
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、自
転
車
マ
ナ
ー

の
向
上
に
は
見
本
と
な
る
べ
き
姿
を
見

せ
る
の
が
一
番
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、多
く
の
人
に
自
転
車
マ
ナ
ー

の
意
識
の
高
揚
を
お
願
い
で
き
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

問い合わせ先　行政管理課行政管理担当　 （584）1111　 （584）1145



K A S U G A         C I T Y4

何
よ
り
市
民
の
安
全
安
心
の
確
保
が
重

要
で
す
。市
有
地
の
有
償
貸
与
も
含
め

た
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
を
勘
案
し
検
討
を

重
ね
た
結
果
、こ
の
機
を
逃
す
訳
に
は

い
か
な
い
と
の
結
論
に
至
り
、警
察
と

合
意
し
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

【
問
１
】
出
前
ト
ー
ク
の
参
加
回
数
は
？

　
出
前
ト
ー
ク
の
参
加
者
は
、毎
年
、２
〜

３
割
ほ
ど
が
初
め
て
の
参
加
で
す（
グ
ラ

フ
①
）。

　
多
く
の
人
に
行
政
と
関
わ
る
機
会
に
参

加
し
て
も
ら
う
こ
と
は
、行
政
に
対
す
る

関
心
と
参
画
意
識
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
動
物
の
ふ
ん
尿
被
害
な
ど
に
つ
い
て

【
質
問
】

飼
い
主
の
い
な
い
猫
が
、庭
の
植
木

を
荒
ら
し
た
り
、所
構
わ
ず
ふ
ん
尿
を

し
た
り
し
て
困
っ
て
い
る
。

ま
た
、犬
の
ふ
ん
を
回
収
せ
ず
に
散

歩
を
し
て
い
る
人
も
多
い
と
感
じ
る
。

こ
の
よ
う
な
問
題
に
、対
策
は
な
い
の

だ
ろ
う
か
。

【
回
答
】

飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
よ
る
鳴
き
声

や
ふ
ん
尿
の
問
題
は
、市
民
生
活
の
環

境
上
、大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、捨
て
犬
や
捨
て
猫
な
ど
、無
責
任

な
飼
い
主
の
行
為
に
よ
る
福
岡
県
の
殺

処
分
数
は
、平
成
21
年
度
ま
で
全
国
１

位
で
、現
在
も
高
い
順
位
で
推
移
し
て

い
ま
す
。

本
市
で
は
、こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決

す
る
１
つ
の
方
策
と
し
て
、不
妊
去
勢

手
術
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
事
業
を

開
始
し
ま
し
た
。飼
い
主
の
い
な
い
猫

が
一
代
限
り
、こ
れ
以
上
増
え
な
い
よ

う
な
取
り
組
み
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、地
域
と
の
共
生
を
図
る「
地
域
ね
こ

活
動
」を
推
進
し
、不
幸
の
連
鎖
を
断
ち

切
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、犬
や
猫
な
ど
、ペ
ッ
ト
の
飼

い
主
の
マ
ナ
ー
向
上
に
つ
い
て
は
、市

報
を
活
用
し
た
啓
発
を
は
じ
め
、毎
年

行
っ
て
い
る
６
月
の
動
物
愛
護
フ
ェ
ア

や
、白
水
大
池
公
園
で
３
月
と
10
月
に

実
施
し
て
い
る「
ペ
ッ
ト
の
フ
ン
取
り

作
戦
」に
お
い
て
、ペ
ッ
ト
の
し
つ
け
方

な
ど
の
マ
ナ
ー
向
上
を
考
え
る
機
会
を

設
け
て
い
ま
す
。し
か
し
、現
実
に
は
、

指
摘
の
あ
っ
た
状
況
が
見
受
け
ら
れ
る

の
も
事
実
で
す
。

犬
や
猫
を
飼
う
と
い
う
こ
と
は
、家

族
の
一
員
と
し
て
迎
え
入
れ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。家
族
の
一
員
で
あ
る
ペ
ッ

ト
の
ふ
ん
尿
の
始
末
は
、飼
い
主
が
愛

情
を
持
っ
て
処
理
す
る
こ
と
が
当
然
の

義
務
で
あ
り
、責
任
で
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
道
徳
心
、礼
節
が
置
き
去
り
に
さ

れ
て
い
る
現
実
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
問
題
の
真
の
解
決
に
は
、や
は

り
人
の
心
に
訴
え
て
い
く
、心
の
琴
線

に
触
れ
る
啓
発
を
し
、思
い
や
り
と
優

し
さ
、気
配
り
の
ま
ち
づ
く
り
を
す
る

こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

■
新
警
察
署
の
建
設
に
つ
い
て

【
質
問
】

新
警
察
署
は
、市
の
土
地（
現
職
員
駐

車
場
）を
無
償
貸
与
し
、建
設
さ
れ
る
と

聞
い
た
。警
察
は
県
の
施
設
な
の
に
、な

ぜ
、県
有
地
で
あ
る
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ

ザ
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
に
建
設
し
な
い
の

か
。

【
回
答
】

42
万
人
の
人
口
を
擁
す
る
地
区
に
、

管
轄
す
る
警
察
署
が
１
つ
し
か
な
い

と
い
う
状
況
は
、全
国
的
に
も
ま
れ
な

ケ
ー
ス
で
あ
り
、筑
紫
野
警
察
署
の
分

署
化
に
つ
い
て
は
長
き
に
わ
た
り
要
望

を
続
け
て
き
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

県
警
は
、北
部
２
市
１
町
を
管
轄
す

る
警
察
署
の
候
補
地
と
し
て
、機
能・効

果
面
を
勘
案
し
、春
日
市
役
所
周
辺
が

最
適
で
あ
る
と
判
断
し
ま
し
た
。当
初

は
、ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
グ
ラ
ウ
ン
ド

が
候
補
地
と
し
て
検
討
さ
れ
て
い
た
よ

う
で
す
が
、障
が
い
の
あ
る
人
が
利
用

す
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
あ
り
、こ
れ
を
廃

止
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
い
う
結
論
に

至
っ
た
よ
う
で
す
。

当
該
市
有
地
は
、現
在
、職
員
駐
車
場

と
し
て
利
用
し
て
お
り
、県
が
代
替
施

設
を
建
設
す
る
こ
と
か
ら
、駐
車
場
機

能
は
確
保
さ
れ
ま
す
。職
員
駐
車
場
用

地
も
市
民
の
財
産
で
は
あ
り
ま
す
が
、

■平成23年度参加者の参加回数（グラフ①）

8～10回目
28％

5～7回目
23％2～4回目

28％

初めて
21％
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〜出前トークを終えて〜
　本年度の出前トークを終えることができましたのも、自治会をはじめ、市民の皆さまの多大なるご支援のおかげによ
るものです。心からお礼申し上げます。
　11年目を迎えた出前トーク。一つのことを10年以上続けることは、容易ではありませんが、この事業を始めた頃と
比べ、お叱りを受けることも少なくなり、その成果を肌で感じております。
　メールやインターネットなど、さまざまな手段で情報交換が可能となった昨今では
ありますが、やはり、直接お会いしてお互いの思いを伝え合うことは、とても大切なこ
とであると考えており、市民と行政のコミュニケーションを深めることこそが、「地方
自治の原点」であると確信しています。
　今後とも、住民の皆さまの声に耳を傾け、実施する施策の必要性を十分に説明し、行
政運営を進めていく所存です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   春日市長　井　上　澄　和

【
問
２
】
参
加
の
動
機
は
？（
複
数
回
答
）

　
出
前
ト
ー
ク
の
参
加
者
は
、意
見
を
伝

え
た
い
と
い
う
人
が
中
心
で
は
な
く
、市

政
を
も
っ
と
知
り
た
い
と
い
う
人
が
半
数

以
上
を
占
め
て
い
ま
す（
グ
ラ
フ
②
）。

■グラフ②

0

100

200

300

400

500

もっと知りたい 意見を伝えたい 誘われた その他

（人） 481

102 75 65

【
問
３
】
意
見
は
市
政
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
？

　
出
前
ト
ー
ク
で
出
さ
れ
た
意
見
に
つ
い
て
は
、８
割
を
超

え
る
人
が「
市
政
に
反
映
さ
れ
て
い
る
」「
あ
る
程
度
反
映
さ

れ
て
い
る
」と
の
評
価
を
し
て
い
ま
す（
グ
ラ
フ
③
）。

【
問
４
】
今
後
も
出
前
ト
ー
ク
に
参
加
し
た
い
で
す
か
。

　
多
く
の
人
が
、ま
た
参
加
し
た
い
と
い
う
評
価
を
し
て
い

ま
す（
グ
ラ
フ
④
）。

反映されている
40％

ある程度   
されている
45％

分からない
12％

されていない
3％

■グラフ③

時間があれば
参加したい
44％

ぜひ参加
したい　
55％

参加したくない
1％

■グラフ④

※ 各地区の意見交換の内容は、市ホームページ（http://www.city.kasuga.fukuoka.jp）で閲覧できます。
また、平成23年度の出前トークの内容をまとめた、「平成23年度出前トーク報告書」は、３月末頃から、情報公開コーナー（市
役所２階）や市民図書館（大谷6ｰ24）で見ることができます。

出前トーク「市長と語る」〜平成23年度報告〜



public infomation from KASUGA city
市からの

お知らせ
　「市からのお知らせ」をはじめ、市報に掲載した記事は、市報の
発行日（毎月1日と15日）以降、市ホームページの「お知らせ」にも
載せます。
　そのほか、市報に掲載していない情報もありますので、ぜひ利
用してください。
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同
一
世
帯
の
国
民
健
康
保
険（
国

保
）加
入
者
が
ひ
と
月
に
か

か
っ
た
医
療
費
の
自
己
負
担
額
合
計

が
、所
得
に
応
じ
た
限
度
額（
左
表
）を

超
え
る
と
、申
請
に
よ
り
高
額
療
養
費

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
支
給
に
は
細
か
い
条
件
が
あ

り
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
物　

保
険
証
、印
鑑
、領

収
書
、振
込
先
が
分
か
る
物（
通

帳
な
ど
）

※
申
請
の
際
の
領
収
書
は
原
本
が
必
要

で
す
。領
収
書
は
コ
ピ
ー
後
返
却
し

ま
す
。

確
定
申
告
で
税
務
署
に
提
出
す
る
前

に
、高
額
療
養
費
に
該
当
す
る
か
ど

う
か
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

申
請
先　

国
保
年
金
課
国
保
担
当（
市

役
所
１
階
）

高額療養費について
確認してください

国保年金課 国保担当 　 （584）1111 （584）1141

区分 自己負担限度額（月額）

上位所得者
15万円＋（総医療費–50万円）×1%

【8万3400円】

一般
8万100円＋（総医療費−26万7000円）×1%

【4万4400円】

市民税非課税
3万5400円

【2万4600円】
※【 】は過去12カ月に3回以上高額療養費の支給を受け、4回目に該当する場合

区分 自己負担限度額（月額）
個人（外来分） 世帯単位（外来分＋入院分）

一定以上所得者 4万4400円
8万100円＋（総医療費−26万7000円）×1％

【4万4400円】
一般 1万2000円 4万4400円

市民税
非課税

低所得Ⅱ 8000円 2万4600円
低所得Ⅰ 8000円 1万5000円

※【 】は過去12カ月に3回以上高額療養費の支給を受け、4回目に該当する場合

■70歳未満

■70歳〜75歳未満

　最近、春日那珂川水道企業団職員や委託業者を装った業
者から、水質検査の実施や浄水器などの購入を勧められる
という被害が頻発しています。
　「このままでは体に悪い」「水質が悪化しているから工事
が必要」などと言葉巧みに不安をあおり、高額な水道工事を
勧めたり、浄水器を売りつけたりする事例が報告されてい
ます。
　同企業団では金銭が必要な検査や工事、浄水器の販売な
どは一切行っていません。

　不安に思ったときは、身分
証明書の提示を求めるか、同
企業団に問い合わせてくだ
さい。
問い合わせ先　春日那珂川
水道企業団施設課
（571）7003
（574）4988

悪質業者にご注意を!!
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筑
紫
地
区
４
市
１
町
で
は
、誤
解
や
偏
見
を
な
く

し
、認
知
症
の
人
を
地
域
で
支
え
る
た
め
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
は
老
化
に
よ
る
も
の
と
し
て
見
過
ご
さ
れ
が

ち
で
す
が
、脳
の
障
が
い
に
よ
っ
て
起
こ
る
病
気
で
、誰

で
も
か
か
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

認
知
症
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、介

護
の
あ
り
方
を
通
し
て
、「
自
分
が
ど
う
生
き
る
か
」に

つ
い
て
も
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

２
月
12
日
㈰

　
　
　

正
午
〜
午
後
４
時

場
所　

太
宰
府
市
中
央
公
民
館（
太
宰
府
市
観か
ん
ぜ
お
ん
じ

世
音
寺

１
ー
３
ー
１
）

○
基
調
講
演

時
間　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分（
開
場
：
午
後
１
時

30
分
）

演
題　
「
脱
！
介
護
神
話
〜
認
知
症
の
父
と
過
ご
し

た
日
々
。あ
な
た
と
私
の
笑
顔
の
た
め
に
〜
」

講
師　

遙は
る
か　

洋よ
う
こ子
さ
ん（
タ
レ
ン
ト
・
作
家
）

内
容　

介
護
経
験
を
も
と
に
著
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ

「
介
護
と
恋
愛
」の
作
者
で
も
あ
る
講
師
の
、

認
知
症
の
実
父
、寝
た
き
り
の
実
母
を
介
護

し
看
取
っ
た
実
体
験
か
ら
の
講
演

定
員　

６
０
０
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法　

１
月
20
日
㈮
ま
で
に
、電
話
か
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、参
加
人
数

を
伝
え
る

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、当
日
入
場
可
能
で
す
。

○
医
師
に
よ
る
認
知
症
相
談
コ
ー
ナ
ー

時
間　

午
後
１
時
〜
３
時（
１
人
当
た
り
約
20
分
）

内
容　

適
切
な
診
断
と
治
療
に
向
け
て
の
ア
ド
バ
イ
ス

定
員　

６
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

１
月
10
日
㈫
以
降
に
電
話
で
申
し
込
む

○
司
法
書
士
に
よ
る
成
年
後
見
相
談
コ
ー
ナ
ー

時
間　

正
午
〜
午
後
３
時（
１
人
当
た
り
約
60
分
）

内
容　

認
知
症
家
族
の
具
体
的
な
金
銭
管
理
の
方
法

や
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
の
相
談

定
員　

６
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

１
月
10
日
㈫
以
降
に
電
話
で
申
し
込
む

○
認
知
症
高
齢
者
を
抱
え
る
家
族
の
会
に
よ
る
介
護
相

談
コ
ー
ナ
ー（
予
約
不
要
）

時
間　

正
午
〜
午
後
３
時

内
容　

認
知
症
高
齢
者
を
介
護
し
た
経
験
者
に
よ
る

介
護
方
法
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
介
護
負
担
の
悩

み
な
ど
の
相
談

○
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、パ
ネ
ル
に
よ
る
啓
発
コ
ー
ナ
ー

時
間　

正
午
〜
午
後
４
時

内
容　

認
知
症
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
行
う
た

め
の
基
礎
知
識
、介
護
の
コ
ツ
、介
護
保
険
制

度
な
ど
に
つ
い
て

申
込
先　

太
宰
府
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
９
２
９
）３
２
０
７

（
９
２
９
）３
２
１
１

（
９
２
９
）３
２
０
６

※
第
２
回
目
は
、３
月
11
日
㈰
に
、春
日
市
ふ
れ
あ
い
文

化
セ
ン
タ
ー（
大
谷
６
ー
24
）で
、三
さ
ん
し
ょ
う
て
い

笑
亭
夢ゆ
め
の
す
け

之
助
さ

ん
の
認
知
症
講
演
会
、同
相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
開

催
す
る
予
定
で
す
。

〜認知症どげんかせんといかんばい〜（第1回目）
筑紫地区共同もの忘れ相談事業「みんなで支えよう認知症」

健康課 介護予防担当　 （501）1134 （501）0051

県営住宅入居者募集
　県内の空きがある県営住宅の入居者を募
集します（ポイント方式）。
　なお、申込手数料は不要です。
申込期間　１月10日㈫〜18日㈬
※詳しくは募集案内書を見てください。募
集案内書は申込期間中のみ、市管財課（市
役所5階）、いきいきプラザ（昇町1ｰ120）
に置いています。

申込・問い合わせ先　福岡県住宅供給公社
管理課
（781）8029

母
子
・
寡
婦
家
庭
を
対
象
に
、高

校
や
大
学
な
ど
に
進
学
す
る

際
の
資
金
を
無
利
子
で
貸
し
付
け
る

制
度
の
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

日
時　

１
月
８
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

市
役
所
２
階
２
０
７
会
議
室

※
今
回
開
催
の
説
明
会
以
外
で
も
、

随
時
こ
ど
も
未
来
課
窓
口（
市
役

所
２
階
）で
対
応
し
て
い
ま
す
の

で
、気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

「母子寡婦福祉資金」説明会
母子・寡婦家庭の皆さんへ

こども未来課 母子児童担当 　 （584）1111 （584）1115
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20
歳
を
迎
え
た
皆
さ
ん
、成
人
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。国
民
年
金
は
、

20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
40
年
間
、加
入
し
保

険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

公
的
年
金
は
、老
後
の
生
活
を
支
え
る
だ

け
で
な
く
、病
気
や
事
故
な
ど
で
障
が
い
を

持
っ
た
場
合
や
、も
し
も
の
と
き
に
残
さ
れ

た
家
族
を
支
え
る
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。き

ち
ん
と
加
入
し
、忘
れ
ず
に
納
付
し
ま
し
ょ

う
。

国
民
年
金
保
険
料
の
額（
平
成
23
年
度
）

月
額
１
万
５
０
２
０
円

○
納
付
が
困
難
な
場
合
に
は

　

国
民
年
金
は
、学
生
で
も
必
ず
加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。納
付
が
困
難
な

場
合
は
、本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
で

あ
れ
ば
、申
請
に
よ
り
保
険
料
の
支
払
い

が
猶
予
さ
れ
る
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、学
生
以
外
の
人
で
納
付
が
困
難

な
場
合
に
も
、所
得
が
一
定
額
以
下
で
あ

れ
ば
申
請
に
よ
り
免
除
や
猶
予
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

国民年金を正しく納めましょう
20歳からスタート

国保年金課 年金担当 　 （584）1111 （584）1141

平成22年度
春日市教育委員会

事務事業点検評価報告書の公表
　市教育委員会では、平成22年度に実施した学校教育およ
び社会教育の主要事業について点検・評価を行い、その報告
書を作成しました。
　内容については、市ホームページまたは情報公開コー
ナー（市役所2階）で見ることができます。
問い合わせ先　教務課庶務給食担当

（584）1111
（584）1153

クリーンパーク南部定期点検
燃えるごみは

持ち込めません
　クリーンパーク南部（福岡市南部工場）の
定期点検のため、次の期間は燃えるごみの
自己搬入ができません。
　ご理解とご協力をお願いします。
定期点検期間　1月8日㈰〜29日㈰
問い合わせ先　ごみ減量推進課

（584）1111
（584）1147

市
の
環
境
行
政
に
つ
い
て
、調

査
審
議
す
る
春
日
市
環
境
審

議
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。環
境

問
題
に
関
心
と
熱
意
が
あ
る
人
は
、

ぜ
ひ
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

平
成
24
年
１
月
１
日
現
在
、

20
歳
以
上
の
市
民（
市
の
他

の
附
属
機
関
な
ど
の
委
員
に

な
っ
て
い
る
人
を
除
く
）

任
期　

平
成
24
年
４
月
１
日
〜
平
成

26
年
３
月
31
日（
２
年
間
）

会
議
開
催
回
数　

年
２
回
程
度

報
酬　

会
議
出
席
１
回
当
た
り

６
５
０
０
円（
費
用
弁
償
と

し
て
別
途
１
０
０
０
円
を
支

給
）

募
集
人
員　

２
人

応
募
方
法　

１
月
10
日
㈫
〜
27
日
㈮

（
消
印
有
効
）に
、申
込
書
と

小
論
文（「
私
が
提
案
す
る
環

境
活
動
」・
１
２
０
０
字
程

度
）を
提
出
す
る（
郵
送
可
）

※
応
募
用
紙
は
、環
境
課（
市
役
所
３

階
）に
置
い
て
い
ま
す
。ま
た
、市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き

ま
す
。

応
募
先　

環
境
課
環
境
計
画
担
当

（
〒
816
ー
８
５
０
１
春
日
市

役
所
）

春日市環境審議会委員
市民委員を募集します

環境課 環境計画担当 　 （584）1111 （584）1147
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★「白水大池公園星の館」開館情報★

“冬の大三角を探そう”
　白水大池公園星の館では、毎月誰でも参加できる観望会を行っています。いずれも申し込み不要で、参加は無料です。
　初心者でも指導員が丁寧に案内しますので、気軽に来館してください。

期日 時間 内容

1月6日㈮〜8日㈰

午後7時〜9時

月と木星を見よう

13日㈮〜15日㈰ 冬の大三角を探そう

20日㈮〜22日㈰ すばるを見よう

27日㈮〜29日㈰ 月・金星・木星を見よう

開館日　毎週金〜日曜日（12月28日〜1月
4日は休館）

開館時間　午後2時〜9時
※掲載している観望会以外にも、通常の天
体観測も行えます。また、昼間も太陽など
を観察できます。

問い合わせ先　白水大池公園星の館
（558）9099（ 兼用）

ボランティア随時募集中!!

平
成
23
年
10
月
以
降
の
新
た
な
子
ど
も

手
当
制
度
で
あ
る「
平
成
23
年
度
に

お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
等
に
関
す
る
特

別
措
置
法
」が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、平
成
23
年
９
月
ま
で
の
子

ど
も
手
当
は
終
了
し
、平
成
23
年
10
月
１
日

か
ら
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
は
、こ
の
特

別
措
置
法
に
基
づ
い
て
子
ど
も
手
当
が
支
給

さ
れ
ま
す
。　

　

こ
れ
ま
で
子
ど
も
手
当
を
受
給
し
て
い
た

人
も
含
め
、子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
親
な

ど
は
、住
ん
で
い
る
市
区
町
村
に
申
請（
認
定

請
求
）を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、公
務
員
の
人
は
、春
日
市
か
ら
通
知

が
届
い
て
も
勤
務
先
で
の
手
続
き
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、勤
務
先
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

○
申
請
手
続
き
の
期
限
に
つ
い
て

　

次
の
要
件
に
該
当
す
る
人
が
、平
成
24

年
３
月
31
日
㈯（
必
着
）ま
で
に
申
請
を
し

た
場
合
は
、経
過
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

▽
平
成
23
年
９
月
30
日
時
点
で
春
日
市
に

住
所
が
あ
り
、子
ど
も
手
当
の
支
給
要

件
を
満
た
し
て
い
る
人
は
、10
月
分
よ

り
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

▽
平
成
23
年
10
月
１
日（
施
行
日
）か
ら
平

成
24
年
２
月
29
日
ま
で
の
間
に
、新
た

な
支
給
要
件（
施
設
等
受
給
者
、未
成
年

後
見
人
、父
母
指
定
者
、同
居
優
先
の
父

母
に
限
る
）に
該
当
す
る
に
至
っ
た
人

に
つ
い
て
は
、平
成
24
年
３
月
31
日
ま

で
に
認
定
請
求
を
行
え
ば
、支
給
要
件

に
該
当
す
る
に
至
っ
た
日
の
属
す
る
月

の
翌
月
分
か
ら
支
給
の
対
象
と
な
り
ま

す
。

※
春
日
市
で
は
、10
月
中
旬
に
、支
給
対
象

年
齢
の
子
ど
も
の
い
る
世
帯
に
対
し
、

個
別
に
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
申
請
の

案
内
を
送
付
し
て
い
ま
す
。詳
し
く
は

そ
の
案
内
を
見
て
く
だ
さ
い
。申
請
が

遅
れ
る
と
支
給
も
遅
く
な
り
ま
す
の

で
、早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、平
成
23
年
10
月
１
日
以
降
に
子

ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き
、住
所
を
異
動

し
た
と
き
な
ど
も
、申
請（
認
定
請
求
ま

た
は
額
改
定
認
定
請
求
な
ど
）が
必
要

で
す
。

期
限
を
過
ぎ
た
と
き
や
今
回
の
法
改
正

以
外
の
事
由
に
よ
る
申
請
は
、申
請
を

し
た
月
の
翌
月
分
か
ら
の
支
給
と
な
り

ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
先　

こ
ど
も
未
来
課
母
子
児
童
担
当

（
市
役
所
２
階
）

忘れていませんか？子ども手当の手続き
お早めに

こども未来課 母子児童担当 　 （584）1111 （584）1115

※市報12月1日号に掲載した12月観望会の期日に、一部誤りがありました。この場を借りてお詫びします。
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　生まれたばかりの赤ちゃんから成人式

を迎えた若者まで、その生き生きとした

姿を捉えた写真とそれに共鳴した12編

の詩は、私たちに子どもの頃の自由な思

考や感性を思い起こ

させます。思えば、誰

しもこうして大人に

なりました。今、生き

ていることに感謝し

たくなる本です。

問い合わせ先　春日市民図書館
（584）4646　 （584）3900

市

民図
書館から

～こんな本いかがですか～

“おとな”になるということ

　26歳の若き社会学者による「若者論」。

格差社会の中、現代の若者を「不幸」と感

じるのは、バブル期に青春時代を過ごし

た私たち大人の感覚で、実は20代の若者

の約７割が今の生活に

満足しているらしい。

「最近の若者は何を考

え て い る か 分 か ら な

い」という人は必読で

す。

　１月９日は成人の日。春日市でもふれあい文化センターで成人式が開催されます。「成人の日」の起源は、昭和23年に制定さ
れた国民の祝日に関する法律。そこには「おとなになったことを自覚し、みずから生き抜こうとする青年を祝いはげます」日とあ
ります。彼らは、現代をどう“生き抜こう”としているのでしょうか。

『ひとりでは生きられないのも芸の
うち』　 　　 内

う ち だ

田 樹
たつる

／著　文藝春秋
Ｍウチ【棚46】

『子どもたちの遺言』
谷
たにかわ

川俊
しゅんたろう

太郎／詩　田
た ぶ ち

淵章
しょうぞう

三／写真

佼成出版社     911.5タニ【棚45】

『絶望の国の幸福な若者たち』　
古
ふるいち

市憲
のりとし

寿／著　講談社

367.6フ【棚43】

　還暦も過ぎた著者から見れば、「自分ら

しい生き方」「私探し」「自己決定」などは

若者が陥りやすい呪縛に過ぎないらし

い。「他者と共存することによって自分を

生かす」という人間の

普遍的な生き方が平易

な言葉で語られていま

す。一人で生きられな

くてもいいのです。

☆ひよこのへや（0歳から）　18日㈬

☆こりすのへや（1歳から）　11日㈬、25日㈬

　午前11時〜11時30分、ふれあい文化センター旧館集会室

◎うさぎのへや（3歳から）　 14日㈯

◎らいおんのへや（小学生）　7日㈯、21日㈯

　午後3時〜3時30分、市民図書館おはなしコーナー

1月のおはなし会 絵本やわらべうたを一緒に楽しみませんか。

※1月28日㈯の午後6時から、ふれあい文化センター旧館集会室で「夜ばなし会（冬）」（3歳以上の子ども向け）を行います。

春
日
市
に
お
い
て
、男
女
共
同
参
画
社
会
の
形

成
に
係
る
講
座
・
研
修
会
の
企
画
な
ど
を
行

う
男
女
共
同
参
画
推
進
員
を
募
集
し
ま
す
。

業
務
内
容　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
に
係
る
講

座
・
研
修
会
の
企
画
、実
施
に
関
す
る
補
助
業

務
、各
種
団
体
の
支
援
業
務
、相
談
業
務
な
ど

対
象　

男
女
共
同
参
画
に
興
味
が
あ
り
地
域
で
の
活

動
経
験
が
あ
る
人
で
、普
通
自
動
車
運
転
免

許（
Ａ
Ｔ
限
定
可
）が
あ
り
、パ
ソ
コ
ン（
ワ
ー

ド
・
エ
ク
セ
ル
）の
操
作
が
で
き
る
人

任
用
期
間　

２
月
１
日
〜
３
月
31
日（
勤
務
成
績
良

好
な
場
合
、任
用
期
間
１
年
更
新
の
可
能
性

あ
り
）

勤
務
日
数　

週
５
日（
月
〜
金
曜
日
、た
だ
し
一
部

土
・
日
曜
日
勤
務
、祝
日
勤
務
、時
間
外
勤
務

あ
り
）

勤
務
時
間　

午
前
８
時
45
分
〜
午
後
５
時（
途
中
45

分
の
休
憩
あ
り
）

勤
務
場
所　
（
仮
称
）春
日
市
男
女
共
同
参
画
・
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー（
光
町
１
ー
73
）

報
酬　

月
額
17
万
２
２
０
０
円
程
度（
有
給
休
暇
・
社

会
保
険
あ
り
、賞
与
・
交
通
費
支
給
な
し
）

募
集
人
員　

１
人

選
考
方
法　

書
類
審
査
、面
接（
書
類
審
査
後
に
連

絡
）

応
募
方
法　

１
月
13
日
㈮（
必
着
）ま
で
に
、履
歴
書

（
Ａ
４
版
）を
提
出
す
る（
郵
送
可
）

応
募
先　

人
権
男
女
共
同
参
画
課（
〒
816
ー
８
５
０

１
春
日
市
役
所
）

男女共同参画推進員（嘱託）
嘱託職員を募集します

人権男女共同参画課 　 （584）1111 （584）1153
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〜まちの話題や人の紹介〜

　11月21日、大野城市の南福岡自動車学校で、交通安全意識の向上を目
的とした青パト安全運転競技会が開催されました。
　競技会には、筑紫地区4市1町で地域の防犯活動に取り組んでいる団体
の中から、14チーム42人が参加し、日頃の安全運転の技術を競いました。
　青パトとは、青色回転灯を取り付けて防犯パトロールを行うことを特別
に許可された自家用車などのことで、春日市でも多くの団体が青パトを
利用して活動しています。本競技会には、宝町地区自治会、天神山地区自治
会、松ヶ丘地区自治会の3チームが参加し、健闘しました。
【大会結果】
　団体表彰
　▷第1位　宝町地区自治会　▷第3位　天神山地区自治会
　個人表彰（敬称略）
　第１位　北

きただ
田　織

のぼる
（天神山地区）

交通安全意識の向上

青パト安全運転競技会

　12月3日から9日までの「障害者週間」に合わせて、市内でさ
まざまな啓発事業を行いました。
　まず、障害者週間の始まりに先駆けて、12月1日に西鉄春日
原駅やJR春日駅・大野城駅、ザ・モール春日でリーフレットと啓
発物品（木製クリップ、ハーブ石けん）の配布を行いました。こ
れらの配布物は、いずれも市内で就労に向けた訓練を行ってい
る事業所に通う障がい者が製作したものです。当日は、市長を

はじめ教育長、障がい者本人およびその家族、市職員などが物品を手渡しして障がい者福祉への関心と理解を深め
てもらえるよう呼びかけました。
　そして、12月3日には、障害者週間啓発イベントとして、福祉ぱれっ
と館内で「クオリアの会」による絵本のコンサートを行いました。「クオ
リアの会」は、「絵本を聴

き
こう」という趣旨の下、絵本を音楽と合わせて

朗読する活動を各地で行っている団体です。今回は、「スイミー」や「ち
びくろさんぼ」といった有名な絵本をはじめ、ヒ素ミルク被害者を題材
とした「はせがわくんきらいや」など、計5冊の絵本のコンサートを行
い、来場者は耳を澄ませて朗読と音楽の音色を聴き、絵本の世界に浸っ
ていました。
　また、翌日の12月4日には、春日市身体障害者福祉協会主催による障
がい者スポーツ大会が市民スポーツセンターで行われ、障がいのある
人もない人も一緒になって、グラウンドゴルフやソフトバレーボール、また、同時開催のゆり工房によるニュース
ポーツのレクリエーションを楽しみました。

障がい者福祉への関心と理解を

「障害者週間」啓発事業

△宝町地区自治会の（写真左から）安
あんどう

藤さん、
田
たなか

中さん、秋
あきやま

山さん

△天神山地区自治会の（写真左から）川
かわさき

㟢さん、
北
きただ

田さん、松
まつなが

永さん

△「クオリアの会」による絵本コンサート

△「障がい者スポーツ大会」のグラウンドゴルフ
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お
宝
文
化
人
紹
介
コ
ー
ナ
ー

１
月
の
お
知
ら
せ

　

春
日
市
の
お
宝
文
化
人
の
作
品
や
活
動

写
真
な
ど
を
月
替
わ
り
で
紹
介
し
ま
す
。

日
時　

１
月
５
日
㈭
〜
31
日
㈫

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

ロ
ビ
ー（
大
谷
６
ー
24
）

内
容　

渡わ
た
な
べ辺　

緑
み
ど
り
さ
ん
の
水
墨
画

問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教
育
課
社
会
教

育
担
当

（
５
７
５
）４
１
２
１

（
５
９
３
）７
３
８
０

春日市役所
☎（584）1111

　 www.city.kasuga.fukuoka.jp

情報ひろば

認
知
症
に
強
い
脳
を
つ
く
る
教
室

参
加
者
募
集

　

実
技
を
中
心
に
認
知
症
の
予
防
法
を

楽
し
く
学
べ
る
教
室
で
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

対
象　

市
内
に
居
住
す
る
65
歳
以
上
の

人

※
第
１
回
目（
６
月
実
施
）の
同
教
室
に

参
加
し
た
人
は
申
し
込
み
で
き
ま

せ
ん
。

期
日（
全
５
回
）・
内
容

▽
２
月
１
日
㈬

「
脳
の
機
能
を
鍛
え
る
方
法
」

▽
２
月
８
日
㈬

「
脳
の
血
流
を
増
加
さ
せ
る
た
め
の

お
口
の
体
操
」

▽
２
月
15
日
㈬

「
脳
の
血
流
を
増
加
さ
せ
る
運
動
」

▽
２
月
22
日
㈬

「
認
知
症
予
防
に
効
果
の
あ
る
食
事
」

▽
２
月
29
日
㈬

「
脳
の
機
能
を
維
持
す
る
方
法
」

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

定
員　

50
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

１
月
10
日
㈫
以
降
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名
、年
齢
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課
介
護

予
防
担
当

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１

春
日
神
社
コ
ー
ス
を
歩
こ
う

健
康
ウ
ォ
ー
ク

　

ヘ
ル
ス
リ
ー
ダ
ー（
運
動
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
）と
一
緒
に
楽
し
く
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。体
力
に
合
わ

せ
て
７
㎞
と
４
・
５
㎞
の
２
コ
ー
ス
か

ら
選
べ
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
、予
約
も
不
要
で
す
。

日
時　

１
月
18
日
㈬（
小
雨
決
行
）

午
前
９
時
15
分
〜
11
時
30
分

（
受
付
：
午
前
９
時
〜
）

集
合
場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
２
階
ロ

ビ
ー（
昇
町
１
ー
１
２
０
）

※
タ
オ
ル
・
水
筒
・
帽
子
を
持
っ
て
、歩

き
や
す
い
服
装
、運
動
靴
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課
保
健
指
導
担

当

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

食
中
毒
に
注
意
！

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
は
冬

場
を
中
心
に
11
月
か
ら
５
月
に
多
く
発

生
し
ま
す
。特
に
、保
育
園
、学
校
、福
祉

施
設
な
ど
で
発
生
し
た
場
合
は
、集
団

発
生
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
る
の
で
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

感
染
経
路

▽
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
を
取
り
込
ん
だ
カ
キ

な
ど
の
二
枚
貝
を
不
十
分
な
加
熱
で

食
べ
る
こ
と
に
よ
り
感
染
し
ま
す
。

▽
感
染
し
た
人
が
、手
洗
い
が
不
十
分

な
ま
ま
料
理
を
し
、食
品
が
ウ
イ
ル

ス
に
汚
染
さ
れ
、そ
の
食
品
を
食
べ

る
こ
と
に
よ
り
感
染
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

▽
感
染
し
た
人
の
嘔お

う
と吐
物
の
処
理
が
不

十
分
な
場
合
、ウ
イ
ル
ス
が
乾
燥
し

て
舞
い
上
が
り
、直
接
人
の
口
か
ら

取
り
込
ま
れ
感
染
す
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

予
防
法

▽
カ
キ
な
ど
の
二
枚
貝
は
、十
分
に
加

熱
し
ま
し
ょ
う
。湯
通
し
程
度
の
加

熱
で
は
ウ
イ
ル
ス
は
死
に
ま
せ
ん
。

▽
調
理
を
す
る
際
や
食
事
の
前
に
は
、

よ
く
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

▽
使
用
す
る
タ
オ
ル
な
ど
は
清
潔
な
も

の
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

▽
嘔
吐
物
や
ふ
ん
便
で
汚
れ
た
衣
類
な

ど
を
片
付
け
る
と
き
は
、ビ
ニ
ー
ル

手
袋
、マ
ス
ク
、塩
素
系
漂
白
剤
を
含

ま
せ
た
雑
巾
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

筑
紫
保
健
福
祉
環
境

事
務
所
保
健
衛
生
課
食
品
衛
生

係

（
５
１
３
）５
５
８
２

（
５
１
３
）５
５
９
８

ク
ロ
ー
バ
ー
ス
ト
レ
ッ
チ

体
験
教
室
の
お
知
ら
せ

　
「
春
日
市
市
民
公
益
事
業
助
成
金
制

度
」の
対
象
事
業
で
す
。

　

市
内
に
居
住
す
る
40
代
か
ら
シ
ニ
ア

世
代
、障
が
い
者（
知
的･

精
神
）を
対
象

と
し
た
、健
康
づ
く
り
促
進
の
た
め
の

ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。運

動
初
心
者
も
歓
迎
し
ま
す
。

期
日　

１
月
12
日
㈭
〜
３
月
８
日
㈭
の

毎
月
第
２
・
第
４
木
曜
日

時
間

▽
シ
ニ
ア
の
部

午
前
10
時
〜
10
時
50
分

▽
障
が
い
者
の
部

午
前
11
時
10
分
〜
11
時
40
分

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
第
３
和
室

（
原
町
３
ー
１
ー
７
）

体
験
料　

１
人
５
０
０
円

※
用
具
は
貸
し
出
し
ま
す
。

定
員　

各
10
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
物　

軽
い
運
動
が
で
き
る

服
装
、飲
み
物

申
込
方
法　

開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で

に
、電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

ク
ロ
ー
バ
ー

ス
ト
レ
ッ
チ
事
務
局

０
８
０（
１
７
０
４
）５
３
２
３
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情報ひろば

参
加
費　

粘
土
５
０
０ｇ
当
た
り
２
０

０
円（
材
料
費
）

定
員　

各
15
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

１
月
11
日
㈬
〜
２
月
10
日

㈮
に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
、希

望
時
間
を
伝
え
る（
窓
口
申
込
可
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

奴
国
の
丘
歴

史
資
料
館（
岡
本
３
ー
57
）

（
５
０
１
）１
１
４
４

（
５
７
３
）１
０
７
７

春
日
市
家
庭
教
育
学
級

公
開
講
座

「
い
い
ん
だ
よ
」は
魔
法
の
こ
と
ば
〜

共
感
的
理
解
か
ら
始
ま
る
パ
イ
ル
ア

ッ
プ
〜

　

不
登
校
を
は
じ
め
、子
ど
も
の
抱
え

る
悩
み
、苦
し
み
な
ど
の
問
題
解
決
に

当
た
っ
て
、私
た
ち
大
人
が
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
で
き
る「
関
わ
り
」に
つ
い
て

の
講
演
会
で
す
。

　

参
加
は
無
料
で
、申
し
込
み
も
不
要

で
す
。託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
時　

１
月
17
日
㈫

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

大
会
議
室（
大
谷
６
ー
24
）

講
師　

齋さ
い
と
う藤
眞ま
さ
と人
さ
ん（
学
校
法
人
立

花
学
園
立
花
高
等
学
校
理
事

長
・
校
長
）

問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教
育
課
社
会
教

育
担
当

（
５
７
５
）４
１
２
１

（
５
９
３
）７
３
８
０

名
、電
話
番
号
を
伝
え
る（
窓
口

申
込
可
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン
タ
ー

（
５
０
１
）１
１
３
６

（
５
８
１
）７
２
５
８

kasuga-volo@
aioros.ocn.ne.jp

初
心
者
や
親
子
の
参
加
も
歓
迎

や
き
も
の
作
り
教
室

　

や
き
も
の
作
り
を
楽
し
み
な
が
ら
、

古
代
の
陶
人
気
分
を
味
わ
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。作
っ
た
作
品
は
、窯
で
焼
い

て
、後
日
お
渡
し
し
ま
す
。

日
時　

２
月
11
日
㈯

▽
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

▽
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

場
所　

の
ぼ
り
窯
体
験
広
場（
白
水
ヶ

丘
１
ー
４
）

福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

母
子
部
総
会

　

会
員
以
外
の
人
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
、申
し
込
み
も
不
要

で
す
。託
児（
無
料
・
要
予
約
）も
あ
り
ま

す
。

日
時　

１
月
29
日
㈰

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
５
０
６

研
修
室
Ａ
Ｂ（
原
町
３
ー
１
ー

７
）

内
容　

ひ
と
り
親
家
庭
の
支
援
に
つ
い

て

託
児
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
連
合

会

（
５
８
４
）３
９
２
２

（
５
８
４
）３
９
２
３

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
た
め
の

健
康
教
室

　

人
工
肛
門
ま
た
は
人
工
ぼ
う
こ
う
を

つ
け
て
い
る
人（
オ
ス
ト
メ
イ
ト
）や
そ

の
家
族
、医
療
関
係
者
の
た
め
の
健
康

教
室
で
す
。

　

参
加
は
無
料
で
、申
し
込
み
も
不
要

で
す
。

日
時　

１
月
22
日
㈰

午
後
１
時
〜
４
時

※
個
人
指
導
を
受
け
た
い
人
は
、事
前

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
５
０
６
号

Ｂ（
原
町
３
ー
１
ー
７
）

演
題　
「
高
齢
化
す
る
オ
ス
ト
メ
イ
ト

の
ス
ト
ー
マ
・
ケ
ア
」

講
師　

石い
し
い井
美み

き

こ
紀
子
さ
ん（
福
岡
赤
十

字
病
院
外
来
師
長
）

問
い
合
わ
せ
先　

㈳
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー

協
会
福
岡
県
支
部
筑
紫
分
会

河か
わ
ち内

（
９
２
８
）４
８
５
３（

兼
用
）

聴
覚
障
が
い
者
向
け

字
幕
ビ
デ
オ
制
作
教
室

　

聴
覚
障
が
い
者
の
情
報
保
障
の
一
環

と
し
て
、さ
ま
ざ
ま
な
映
像
の
音
声
情

報
を
字
幕
制
作
に
よ
っ
て
補
う
こ
と
を

目
的
に
活
動
す
る
、字
幕
制
作
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
養
成
す
る
た
め
の
講
習
で

す
。

　

受
講
は
無
料
で
す
。

対
象　

県
内
に
居
住
し
、受
講
後
に
字

幕
ビ
デ
オ
制
作
の
活
動
に
参
加

で
き
る
人

日
時　

１
月
22
日
㈰
・
26
日
㈭

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所　

福
岡
県
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー

内
容

▽
講
義

「
情
報
保
障
と
字
幕
に
つ
い
て
」

▽
実
演

無
料
ソ
フ
ト
を
使
っ
た
字
幕
制
作

定
員　

各
10
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽

選
）

申
込
方
法　

１
月
10
日
㈫（
必
着
）ま
で

に
、ハ
ガ
キ
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で

郵
便
番
号
、住
所
、氏
名
、電
話
・

フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
、応
募
動
機

を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン
タ
ー

字
幕
教
室
係（
〒
816
ー
０
８
０

４
原
町
３
ー
１
ー
７
ク
ロ
ー
バ

ー
プ
ラ
ザ
３
階
）

（
５
８
２
）２
４
１
４

（
５
８
２
）２
４
１
９

jim
aku@

fad.or.jp

か
す
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会

　

同
セ
ン
タ
ー
と
春
日
市
福
祉
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
者
や
市
民
な
ど
を
対
象
に
、交

流
会
を
行
い
ま
す
。

日
時　

２
月
４
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

春
日
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

大
会
議
室（
昇
町
３
ー
１
０

１
）

内
容　

講
演
会
、ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、交

流
な
ど

テ
ー
マ　
「
元
気
い
っ
ぱ
い
美
味
し
い

食
卓
」

講
師　

坂さ
か
い井
千ち
な
つ夏
さ
ん（
フ
リ
ー
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
、野
菜
ソ
ム
リ
エ
、オ

リ
ー
ブ
オ
イ
ル
ソ
ム
リ
エ
）

参
加
費　

５
０
０
円（
昼
食
代
）

定
員　

１
０
０
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

１
月
27
日
㈮
ま
で
に
、電

話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
の
方
法
で
住
所
、氏
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春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消
防
署

上
級
救
命
講
習

　

人
工
呼
吸
や
胸
骨
圧
迫
、Ａ
Ｅ
Ｄ（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）、そ
の
他
の
応
急

処
置
な
ど
を
身
に
付
け
る
救
命
講
習
会

で
す
。筆
記
試
験
・
実
技
試
験
を
行
い
ま

す
が
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

受
講
は
無
料
で
す
。

対
象　

春
日
市
、大
野
城
市
、那
珂
川
町

に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
す

る
中
学
生
以
上
の
人

日
時　

２
月
19
日
㈰

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所　

同
消
防
本
部（
春
日
２
ー
２
ー
１
）

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。公
共
交
通

機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

定
員　

40
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
消
防
署

▽
本
署
救
急
係

（
５
８
４
）１
１
９
９

（
５
８
４
）１
１
６
１

▽
北
出
張
所
救
急
係

（
５
８
９
）０
１
１
９

（
５
８
９
）０
０
９
９

親
と
子
の
悩
み

相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す

　

子
育
て
、い
じ
め
、ひ
き
こ
も
り
な
ど

20
歳
未
満
の
子
ど
も
に
関
す
る
悩
み
や

相
談
を
、電
話
ま
た
は
面
接
で
受
け
付

若
葉
台
西
地
区
公
民
館

管
理
人
募
集

対
象　

50
〜
70
歳
く
ら
い
で
住
み
込
み

が
可
能
な
人（
夫
婦
が
原
則
）

場
所　

若
葉
台
西
地
区
公
民
館（
若
葉

台
西
３
ー
４
ー
１
）

業
務
内
容　

公
民
館
内
外
の
清
掃
、各

種
備
品
の
管
理
、火
災
や
盗
難

の
予
防
、公
民
館
の
開
閉

開
館
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
10
時

休
日　

毎
週
水
曜
日
、祝
日
、お
盆
、年

末
年
始

勤
務
開
始
日　

２
月
上
旬

応
募
方
法　

１
月
21
日
㈯
ま
で
に
、履

歴
書
を
郵
送
ま
た
は
直
接
持
参

す
る

※
受
け
付
け
後
、手
当
て
な
ど
の
詳
細

を
説
明
し
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

若
葉
台
西
自

治
会
長 

飯い
い
も
り森（
〒
816
ー
０
８
２

３
若
葉
台
西
３
ー
４
ー
１
）

（
５
７
１
）４
３
６
０（

兼
用
）

春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ぶ
ど
う
の
庭
」か
ら
の
お
知
ら
せ

○
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
勉
強
会

日
時　

１
月
16
日
㈪

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時

30
分

参
加
費　

３
０
０
円

け
ま
す
。

　

相
談
は
無
料（
電
話
代
、交
通
費
別
）

で
す
。

日
時　

１
月
13
日
㈮
・
14
日
㈯

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30

分

※
面
接
は
事
前
予
約
が
可
能
で
す
。

場
所　

太
宰
府
市
い
き
い
き
情
報
セ
ン

タ
ー（
太
宰
府
市
五ご

じ
ょ
う条
３
ー
１

ー
１
）

相
談
電
話
番
号（
開
設
期
間
中
の
み
）

（
９
２
４
）０
８
４
８

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
青
少

年
課

（
６
４
３
）３
３
８
８

（
６
４
３
）３
３
８
９

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局

無
料
法
律
相
談

　

同
支
局
と
筑
紫
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

に
よ
る
弁
護
士
の
無
料
法
律
相
談
で
す
。

日
時　

１
月
19
日
㈭

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

同
支
局
１
階
相
談
室（
筑
紫
野

市
二ふ

つ
か
い
ち
ち
ゅ
う
お
う

日
市
中
央
５
ー
14
ー
７
）

定
員　

６
人（
申
込
先
着
順
）

相
談
時
間　

１
人
30
分
以
内

申
込
方
法　

１
月
10
日
㈫
、午
前
８
時

30
分
以
降
に
電
話
で
予
約
す
る

※
資
力
基
準
を
満
た
す
人
を
対
象
と
し

ま
す
の
で
、予
約
の
際
に
は
収
入
な

ど
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
支
局

（
９
２
２
）２
８
８
１

（
９
２
２
）３
３
４
２

定
員　

20
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
物　

筆
記
用
具
、上
履
き

申
込
期
限　

１
月
14
日
㈯

○
フ
ッ
ト
ケ
ア
講
座

日
時　

１
月
28
日
㈯

午
後
１
時
〜
４
時

参
加
費　

５
０
０
円

定
員　

10
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
物　

筆
記
用
具
、バ
ス

タ
オ
ル
、薄
手
の
タ
オ
ル
３

枚
、洗
面
器

申
込
期
限　

１
月
27
日
㈮

申
込
方
法　

申
込
期
限
ま
で
に
、電
話
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
の
方
法
で
住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
を
伝
え
る

場
所
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン

タ
ー「
ぶ
ど
う
の
庭
」（
須
玖
北

５
ー
１
５
５
）

（
５
８
９
）３
３
８
８

（
５
８
９
）３
３
９
９

m
achicen@

bb.csf.ne.jp
http://www2.csf.ne.jp/~m

achicen/

戦
没
者
遺
児
の
皆
さ
ん

慰
霊
友
好
親
善
事
業
参
加
者
募
集

　

㈶
日
本
遺
族
会
で
は
、戦
没
者
遺
児

を
対
象
に
、次
の
戦
域
で
の
慰
霊
追
悼

と
現
地
の
人
た
ち
と
の
友
好
親
善
を
深

め
る
た
め
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

○
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
イ
ン
ド（
２
次
）

期
間　

３
月
12
日
㈪
〜
21
日
㈬（
９

泊
10
日
）

定
員　

45
人

申
込
期
限　

１
月
27
日
㈮

○
中
国
・
バ
シ
ー
海
峡（
２
次
）

期
間　

３
月
21
日
㈬
〜
29
日
㈭（
８

泊
９
日
）

定
員　

65
人

申
込
期
限　

２
月
６
日
㈪

※
参
加
資
格
や
費
用
な
ど
、詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
先　

㈶
福
岡
県
遺
族
連
合
会

（
７
６
１
）０
０
１
２

（
７
８
１
）２
０
５
６

問
い
合
わ
せ
先　

㈶
日
本
遺
族
会
事
務
局

０
３（
３
２
６
１
）５
５
２
１

０
３（
３
２
６
１
）９
１
９
１

春
日
市
国
際
交
流
協
会

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

　
「
ス
ロ
バ
キ
ア
国
立
ル
チ
ニ
ッ
ツ
ア

民
族
舞
踊
団
」の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

を
募
集
し
ま
す
。

受
入
期
間　

２
月
19
日
㈰
〜
24
日
㈮

募
集
家
族　

20
家
族（
１
家
庭
２
人
ず
つ
）

※
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
な
る
た
め
の

事
前
説
明
会
を
２
月
４
日
㈯
、午
後

７
時
か
ら
行
い
ま
す
。

ま
た
、ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
は
、２

月
23
日
㈭
に
行
わ
れ
る
同
団
体
の
公

演
チ
ケ
ッ
ト
を
差
し
上
げ
ま
す
。

申
込
方
法　

１
月
20
日
㈮
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

ふ
れ
あ
い
文

化
セ
ン
タ
ー
団
体
連
絡
室
内

浜は
ま
べ辺

０
９
０（
７
５
３
１
）６
９
６
５

（
５
７
５
）０
７
６
８
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情報ひろば

困ったときは
消費生活センターへ

相談日　毎週月・水・木・金曜日
時　間　午前10時～午後0時15分、
　　　　午後1時～3時
場　所　市役所2階春日市消費生活センター☎（584）1155（直通）

高齢者も被害！
出会い系サイトの「お金をあげる」はウソ！？

　「お金をあげたい」などといったメールから有料の出会い系サイトなど
に誘導され、相手の巧妙な言葉を信じてやり取りするうちに高額な利
用料を支払ってしまったという相談が寄せられています。
○事例1　高齢の父が、パソコンの出会い系サイトで「7500万円の

遺産を渡したい」と言ってきた相手を信じ、メールをやり取りしている
うちに、サイトの利用料金が50万円を超えた。相手と会う約束を10
回以上しているが一度も会えずにいる。やめるよう説得しても聞き入
れない。（当事者：70歳代男性）

○事例2　パソコンに不審なメールが届いても全て無視していたが、
あるとき「1200万円あげる」というメールが目に留まった。信じ込ん
でやり取りしているうちに、そのためのポイント代として200万円も支
払ってしまった。詐欺ではないか。（80歳代男性）

○ひとこと助言　このようなサイトでは、通常のメールとは異なり、ポイ
ントを購入し、そのポイントを使ってサイト内でメールを行う仕組みに
なっていることがほとんどです。相手は、お金を渡すためなど、さまざ
まな口実でメールを続けるよう促すので、気付いたときには多額の
費用をつぎ込んでしまいがちです。メールの相手が出会い系サイトの

「サクラ」であることも考えられますが、証明するのは難しく、お金を
取り戻すことは困難です。うまい話には注意し、ネット上の見知らぬ
相手を簡単に信用しないことが大切です。

久
留
米
高
等
技
術
専
門
校

体
験
入
校
会
・
訓
練
生
募
集

○
体
験
入
校
会

日
時　

１
月
15
日
㈰

午
前
10
時
〜
正
午（
受
付
：
午

前
９
時
45
分
〜
）

内
容　

同
校
施
設
内
職
業
訓
練
の
概

要
説
明
、訓
練
科
別
説
明
・
実

技
実
習
体
験

申
込
方
法　

前
日
ま
で
に
、電
話
か

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
む

○
平
成
24
年
度
訓
練
生
募
集

募
集
科
・
応
募
期
限

▽
自
動
車
整
備
科
・
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク

ス
科　

１
月
27
日
㈮

▽
建
築
科　

１
月
20
日
㈮

▽
介
護
サ
ー
ビ
ス
科　

２
月
14
日
㈫

※
選
考
日
、応
募
資
格
、訓
練
期
間
は

訓
練
科
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の

で
、詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

授
業
料　

無
料（
教
科
書
代
な
ど
の

経
費
は
自
己
負
担
）

場
所
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
校

（
久
留
米
市
合あ

い
か
わ
ま
ち

川
町
１
７
８
６

ー
２
）

０
９
４
２（
３
２
）８
７
９
５

０
９
４
２（
３
２
）８
７
９
３

１
月
10
日
は

「
１
１
０
番
の
日
」で
す

　

１
１
０
番
は
、事
件
事
故
の
緊
急
通

報
専
用
電
話
で
す
。

　

急
を
要
し
な
い
相
談
な
ど
の
１
１
０

番
は
１
分
１
秒
を
争
う
緊
急
な
事
件
事

故
へ
の
対
応
を
遅
ら
せ
る
原
因
と
な
り

ま
す
。警
察
に
対
す
る
相
談
・
要
望
は
、

警
察
相
談
専
用
電
話（

＃
９
１
１
０
）

へ
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、県
内
か
ら
の
１
１
０
番
は
、全

て
警
察
本
部
の
通
信
指
令
室
に
つ
な
が

り
ま
す
。警
察
官
が
必
要
な
こ
と
を
質

問
し
ま
す
の
で
、落
ち
着
い
て
は
っ
き

り
と
答
え
て
く
だ
さ
い
。

広
報
統
一
標
語

▽
１
１
０
番 

Ｓ（
素
早
く
） 

Ｏ（
お
ち

つ
き
） 

Ｓ（
し
っ
か
り
と
）

▽
事
件
事
故
な
ら
１
１
０
番 

相
談
ご

と
な
ら
＃
９
１
１
０

問
い
合
わ
せ
先　

筑
紫
野
警
察
署

（
９
２
９
）０
１
１
０（

兼
用
）

福
岡
県
特
定
最
低
賃
金

改
定
の
お
知
ら
せ

　

福
岡
県
の
特
定
最
低
賃
金
が
次
の
と

お
り
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

▽
製
鉄
業
、製
鋼
・
製
鋼
圧
延
業
、鋼
材

製
造
業

　

１
時
間
８
２
８
円

▽
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、

電
気
機
械
器
具
、情
報
通
信
機
械
器

具
製
造
業

　

１
時
間
７
８
６
円

▽
輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業

　

１
時
間
８
０
９
円

▽
百
貨
店
、総
合
ス
ー
パ
ー

　

１
時
間
７
５
８
円

▽
各
種
商
品
小
売
業

　

１
時
間
７
１
０
円

▽
自
動
車（
新
車
）小
売
業

　

１
時
間
８
０
０
円

効
力
発
生
日　

平
成
23
年
12
月
10
日

※
各
種
商
品
小
売
業
最
低
賃
金
は
、平

成
15
年
〜
23
年
の
間
は
改
定
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

ま
た
、特
定
最
低
賃
金
に
該
当
し
な

い
産
業
は
、平
成
23
年
10
月
15
日
に

改
定
さ
れ
た
福
岡
県
最
低
賃
金（
１

時
間
６
９
５
円
）が
適
用
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
福
岡
労
働
局
賃
金
課

（
４
１
１
）４
５
７
８

（
４
１
１
）２
６
３
３

▽
福
岡
中
央
労
働
基
準
監
督
署

（
７
６
１
）５
６
０
５

（
７
６
１
）５
６
１
６

記
事
の
訂
正

　

市
報
12
月
15
日
号
10
ペ
ー
ジ「
節
電
に
ご

協
力
を
」の
記
事
中
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

訂
正
箇
所　

政
府
の
節
電
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

「
節
電
・ｇ
ｏ
・
ｊｐ
」
の
ア
ド
レ
ス

▽
誤　

http://w
w
w.setuden.go.jp

▽
正　

http://w
w
w.setsuden.go.jp

問
い
合
わ
せ
先　

環
境
課
環
境
計
画
担
当

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）１
１
４
７
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◆ の行事は、幼児も参加できます。保護者同伴で遊びに来てくださ
い。

◆表中の金額は参加費（材料代や交通費）です。
◆ は申し込みが必要な行事です。1月12日（木）午後5時以降に申し込ん

でください。受け付けは午後6時までです（電話可・小学生以上は原則
として本人申込）。なお、申し込みは1人1行事までとし、行事によって
は市外の人は参加できない場合があります。

◆天候により、中止または内容を変更することがあります。事前に問い合
わせてください。

1月の行事予定表

開館時間　各館とも午前10時〜午後5時

須
す ぐ

玖児童センター
須玖南2 ｰ120　☎（573）2431 （584）7739

光
ひ か り ま ち

町児童センター
光町2 ｰ180 ｰ4　☎（501）7014 （501）7033

毛
け か つ

勝児童センター
大土居1 ｰ38　☎（581）5614 （581）5616

白
し ろ う ず

水児童センター
天神山1-213　☎（593）2777 （593）2801

11日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時〜5時　※雨天中止

14日（土）
おまたせ！トランポリン　午前11時〜正午

おはなし広場　午後2時〜2時30分

15日（日）
楽しいクッキング（あったかお雑煮）
午前10時30分〜正午、10人、100円 

18日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時〜5時　※雨天中止

21日（土）

お正月あそびをしよう！！　午前11時〜正午

一輪車教室
午後2時〜3時30分、15人 　※雨天時は28日㈯に延期

25日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時〜5時　※雨天中止

29日（日） トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上

7日（土） 道場やぶり（お正月遊び）　午後2時〜3時

13日（金） おはなし・だいすき　午前11時〜11時30分

14日（土） トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上

15日（日） ニュースポーツであそぼう！　午後2時〜3時

21日（土）
かんたんクッキング（おもちピザ）
午前10時30分〜正午、12人、150円 

28日（土） 節分会（小学生向け）　午後2時〜3時

29日（日） 作ってあそぼう（スーパーエコだこ）　午後2時〜3時

4日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時〜4時40分　※雨天中止

5日（木） ダブルダッチ　午後2時〜3時

7日（土） ドッジボール大会　午後2時〜3時

11日（水） マットで遊ぼう！　午後4時〜4時40分

14日（土） トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上

18日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時〜4時40分　※雨天中止

21日（土） おむすび隊　午前10時〜正午、10人、100円 

25日（水） マットで遊ぼう！　午後4時〜4時40分

27日（金）
1月生まれのお誕生会＆おはなし会
午前11時〜11時30分

28日（土） トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上

子
育
て
広
場

ヨチヨチ広場
（0〜1歳児向け）

▶須玖：18日㈬　▶毛勝：20日㈮
▶光町：13日㈮　▶白水：25日㈬、26日㈭ 午前11時〜11時40分 今月の休館日

親子サロン
（1〜3歳児向け）

▶須玖：13日㈮　▶毛勝：25日㈬
▶光町：24日㈫　▶白水：12日㈭

　午前10時30分〜
（1時間程度）

1日㈰〜3日㈫、
9日㈪、10日㈫、
16日㈪、17日㈫、
23日㈪、30日㈪

ニコニコくらぶ
（満2歳以上）

▶須玖：26日㈭、27日㈮
▶毛勝：18日㈬、19日㈭
▶光町：19日㈭、20日㈮
▶白水：19日㈭、20日㈮

7日（土）

道場やぶり（おもしろカルタ大会）
午前10時30分〜11時30分

トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上

8日（日）
NEW YEARパーティー（絵馬作り、福のつかみどり）
午後2時〜3時、先着50人 

14日（土） わんぱく広場（ドッジボール大会）　午後2時〜3時30分

21日（土） トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上

22日（日）
わくわくクッキング（いちごみるく白玉）
午前10時30分〜正午、12人、150円 

27日（金） おはなしな〜に？　午前11時〜11時30分

28日（土）
作ってわくわく（プラパンおまもり）　
午後2時〜3時、先着30人
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市の人口　 11/30 現在

◎総人口  110,067人
（前月比＋62）

女 　56,526人

男　 53,541人

◎世帯数  44,832世帯

◎増       ●転入      395人

　　 ●出生        98人

  ●その他増    4人

◎減       ●転出      376人   

●死亡        59人

●その他減　 0人

 今
いまいずみ

泉 りみちゃん（原町）
平成22年1月6日生

倉
くら

田
た

 和
か ず み

実ちゃん（須玖南）
平成23年1月10日生

草
くさ

津
つ

 海
か い と

翔ちゃん（上白水）
平成23年1月6日生

 林
はやしだ

田 かれんちゃん（平田台）
平成23年1月11日生

 竹
たけ

田
だ

 愛
あ い り

理ちゃん（原町）
平成22年1月13日生

1月前期

3
月
生
ま
れ
の

赤
ち
ゃ
ん
募
集

※
３
歳
ま
で

写
真
の
裏
に
赤
ち
ゃ
ん
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、
住
所
、
電

話
番
号
を
書
い
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
2
月
1
日
㈬（
消
印
有
効
）ま
で

の
到
着
分
の
中
か
ら
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

送
り
先　

市
報
か
す
が「
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
」係
（
〒
816
ー
８
５
０
１

春
日
市
役
所
）　　
　
　
　
　

 　

  

※
写
真
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

月によって相談日時や場所が変更になる場合があります。事前に問い合わせてください。各種相談窓口
法律について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆春日市無料法律相談　☎（584）1148　第3水曜日／ 10時 〜 16時／市役

所／第1水曜日8時30分以降の平日に電話予約／先着15人
◆福岡県無料法律相談　☎（643）3333

第1・第3金曜日／ 13時 〜 16時／県民相談室（県庁内）／実施週の初日8時
30分以降の平日に電話予約／先着6人

◆春日市商工会無料法律相談　☎（581）1407
第1水曜日／ 13時 〜 15時（8時30分から窓口受付）／同商工会／先着6人

◆司法書士総合相談センター無料電話相談　☎（918）5264
金曜日／ 18時 〜 20時／福岡南総合相談センター

悪質商法や架空請求、多重債務など、金銭トラブルについて・・・・・・・・・・・
◆春日市消費生活相談　☎（584）1155 （584）1153

月・水・木・金曜日／ 10時 〜 15時／市消費生活センター（市役所2階）
◆春日市多重債務法律相談　☎（584）1111 （584）1153

第3金曜日／13時〜16時／市役所／上記の市消費生活相談で事前相談の上予約
◆福岡県消費生活相談　☎（632）0999

月〜金曜日：9時 〜 16時30分／日曜日：10時〜 16時（電話相談のみ）／福
岡県消費生活センター（福岡県吉塚合同庁舎1階）

暮らしのさまざまな問題や悩みについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆心配ごと相談　☎（581）7225　水曜日／13時〜16時／春日市社会福祉センター4階
人権について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆定例人権相談　☎（584）1111　第1火曜日／ 10時 〜 15時／市役所
◆福岡法務局人権相談　☎（922）2881

月〜金曜日／ 8時30分 〜 17時／福岡法務局筑紫支局
◆子どもの権利110番　☎（752）1331

毎週土曜日／ 12時30分 〜 15時30分／天神弁護士センター
犯罪被害者などの心のケア・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆福岡県警犯罪被害者相談電話「ミズ・リリーフ・ライン」　☎（632）7830

月〜金曜日（祝日・年末年始除く）／ 9時 〜 17時45分／福岡県警察
職場環境、労働条件、子育て中の就職などについて・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆福岡労働者支援事務所

月〜金曜日：9時 〜 17時／水曜日：9時〜 20時（夜間相談）／福岡西総合
庁舎5階／労働相談：☎（735）6149 ／子育て就職支援：☎（725）4034

子育て・子どもの悩みについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆家庭児童相談室　☎（584）1015 （584）7739

月〜土曜日／9時30分 〜 18時／子育て支援センター（すくすくプラザ内）
女性問題について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆暴力・DV・セクハラの相談　☎（513）7335

月〜金曜日／ 10時 〜 17時／ちくし女性ホットライン

◆女性総合相談　☎（584）1266
火〜日曜日、第4月曜日／受付9時30分 〜 16時（祝日を除く金曜日は18時
〜 20時30分も）／あすばる相談室（クローバープラザ内）

心の悩みについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆不安・悩み電話相談　☎（741）4343 ／ 24時間受付／福岡いのちの電話
◆不安・悩みいのちの電話インターネット相談
　 https://www.inochinodenwa-net.jp ／福岡いのちの電話
◆不安・悩みファックス相談（聴覚障がい者のための）　 （721）4343

月〜金曜日：9時 〜 18時／土曜日：9時 〜 13時／福岡いのちの電話
◆ふくおか自殺予防ホットライン　☎（592）0783　年中無休／ 24時間
交通事故について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆福岡県交通事故相談　☎（622）0403　☎（643）3167

月〜金曜日／ 9時 〜 17時（受付は16時まで）／県庁交通事故相談所（県庁内）
◆交通事故電話相談　☎（741）2270

月〜金曜日／ 13時 〜 16時／交通事故被害者サポートセンター
高齢者の悩みについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆高齢者総合相談　☎（584）3344　

月曜日を除く毎日／ 9時 〜 16時／福岡県社会福祉協議会（クローバープラ
ザ内）／法律相談（水曜日の13時 〜 16時）は要予約

◆認知症相談　☎（584）3317　火・水・木・土曜日／ 10時〜 16時／福岡県社
会福祉協議会（クローバープラザ内）

◆高齢者の介護や福祉などの相談
▷北地域包括支援センター／ 8時30分 〜 17時

☎（589）6227 （589）6228
▷南地域包括支援センター／ 8時30分 〜 17時

☎（595）8188 （595）6069
ひとり親家庭のための相談について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆福岡県母子家庭等就業・自立支援センター　

▷養育費に関する電話相談　☎（584）3931 ／月〜金曜日／9時 〜 16時
▷養育費などに関する弁護士による法律相談（要予約）　☎（584）3922
　第1水曜日：13時 〜 15時／第2・4水曜日：18時30分 〜 20時30分

児童の福祉・援助について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆福岡県福岡児童相談所　☎（586）0023

月〜金曜日／ 8時30分 〜 17時15分／電話相談は毎日24時間受付
国行政について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆定例行政相談　☎（584）1111 （584）1142

第4火曜日／ 10時 〜 15時／市役所
◆福岡総合行政相談所　☎（781）7830

月〜土曜日／ 10時 〜 17時／岩田屋本店新館6階行政相談コーナー



　毎年年末に発表される流行語大賞。平
成23年の年間大賞は、その活躍に日本中
が喜びに沸いた「なでしこジャパン」でした
が、やはりノミネート数が一番多かったの
は、東日本大震災に関連する言葉でした。
　皆さんにとっての「平成23年」はどんな
年だったでしょうか。私はというと広報の
担当になって4年目、いろいろと悩んだり
迷ったりすることも多く、仕事においては
ちょっと試練の年だったように思います。そ
の一方で、自分を支えてくれる周りの人た
ちの温かさをいつも以上に感じ、感謝した
一年でもありました。
　さて、今年は「辰

たつ

年」。竜が天に昇る様か
ら、飛

ひしょう

翔の年ともいわれています。辛く悲し
い出来事が多かった昨年ですが、この一
年が明るく、皆さんにとって素晴らしい年
になりますように、そう心から願ってやみま
せん。　　　　　　　　　　　　　　 Y

問い合わせ先　社会教育課　☎（575）4121 （593）7380

越
前
坊
の
墓

　浦原八幡宮の南側（星見ヶ丘2丁目）にあります。

由来については、明らかではありません。一説では、

浄運寺（下白水）開祖浄元師の弟といわれていま

す。その越
えちぜんぼう

前坊は、盲僧でしたが越前琵琶の名手と

いわれ、本山から源蔵谷・座頭谷の所領を許されて

いました。また越前琵琶は、後世に盲僧の奏でる荒

神（かまどの神）琵琶として、ここから全国に普及し

たともいわれています。

塚原台

大土居

白水大池公園東

春日南中

ナギの木苑
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